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図 1 高分子金属錯体の化学構造 










ピークがバルク結晶ではなく，単独の Py1 配位子と一致することがわかった。一方，Py1 錯体のバルク
結晶について単結晶 X 線構造解析を行ったところ，ビピリジン配位子は 2 つのピリジン環が同一平面上
に存在しており，ベンゼン環は 36 ˚捻れていることがわかった。これに対して， Py1 配位子は，溶液状
態において隣り合う環同士が 40˚ずつ捻れたコンフォメーションを取っていることから，錯体ナノ結晶
中でも同様のコンフォメーションを取っていると推測した。ここで，本研究で取り扱う高分子金属錯体
は銅の d 軌道とビピリジン配位子の π*軌道との MLCT 遷移状態に由来する固体発光を示す。ナノ結晶
化によるビピリジン配位子のコンフォメーションや配位子周りの環境が変化することで発光波長の変
化が期待できる。実際，Bpy 錯体の発光スペクトルはナノ結晶化に伴い変化しなかったのに対し，Py1




















の増大を観測した。発光量子収率も 15%から 25%へと向上した。また，Mn(CH3COO)2・4H2O の添加前
















































 第 2 章では、自らが開発した『ナノ固相反応法』を駆使して、高分子金属錯体ナノ結晶の創製
に初めて成功した。4,4’-ビピリジン（Bpy）配位子と 2 つのピリジン環をベンゼン環でつないだ





















 第 5 章では、本研究を総括した。以上の成果から、高分子金属錯体のナノ結晶化と表面修飾を
達成し、光学特性に及ぼす影響（発光波長のシフトおよび発光量子収率の向上）とその機構を解
明した。これらの研究成果は、高分子金属錯体における新規ナノ結晶材料の創製や表面・界面を
利用した光物性制御に繋がるものである。  
 
 以上、本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している。したがって、鈴木龍樹提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認
める。  
 
